
↑ 神日出男大分県神社庁長より過疎地域等活性化推進施策指定神社の指定書を受け取る宮司 

                             

                             

      

                    

                            

                  

 

         

       

      

     

 
 

         

発 行：妻垣神社社務所 

宇佐市安心院町妻垣 203 番地 

発行日：令和 6 年 12 月 23 日 

電 話：0978-44-2519 

http:www.tumagakijinnjya.com  

 

（1）    妻 垣 神 社 社 報    「   と     も     か     き    」           第 30 号 

第３０号 

過疎地域等活性化推進施策継続決定 
雨
の
中
の
秋
季
大
祭 

十
月
二
十
六
・
二
十
七
日
の
二
日
間
、
恒
例
の
秋
季
大
祭

（
例
大
祭
・
神
幸
祭
）
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
十
月

に
入
っ
て
長
雨
が
続
き
、
祭
典
初
日
も
朝
か
ら
雨
が
降
る
天

候
で
し
た
。
こ
の
状
況
に
急
遽
、
総
代
会
を
開
き
、
祭
典
日

程
を
協
議
し
た
結
果
、
地
域
を
巡
る
神
輿
の
巡
幸
に
つ
い
て

は
中
止
す
る
こ
と
を
決
定
。
お
祭
り
を
感
じ
さ
せ
る
境
内
の

提
灯
や
大
幟
な
ど
は
取
り
止
め
と
し
、
少
し
さ
み
し
く
も
感

じ
ま
し
た
が
、
祭
典
に
つ
い
て
は
妥
協
す
る
こ
と
な
く
、
古

儀
に
従
っ
て
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。 

そ
し
て
翌
二
日
目
は
時
折
晴
れ
間
も
見
え
る
曇
り
空
の

中
、
お
神
楽
や
も
ち
ま
き
、
神
幸
祭
お
上
り
が
予
定
通
り
実

施
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
総
代
目
代
を
始
め
関
係
各
位

に
は
準
備
等
ご
苦
労
お
か
け
し
ま
し
た
が
、
無
事
終
え
る
こ

と
が
で
き
、
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

二
期
連
続
の
指
定
は
当
社
が
始
め
て 

昨
年
に
引
き
続
き
県
神
社
庁
神
日
出
男
庁
長
が
秋
季
大

祭
初
日
の
例
大
祭
に
参
列
。
今
期
の
過
疎
地
域
活
性
化
推
進

施
策
指
定
の
伝
達
式
並
び
に
助
成
金
の
交
付
式
が
執
り
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
施
策
は
三
か
年
に
わ
た
り
、
当
社
が
指

定
神
社
の
指
定
を
受
け
、
活
動
を
展
開
し
、
本
年
六
月
末
を

ま
で
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
ま
だ
ま
だ

や
り
た
い
こ
と
が
あ
る
、
今
の
流
れ
を
止
め
て
は
な
ら
な
い

と
、
本
施
策
の
継
続
を
神
社
庁
へ
申
し
上
げ
、
神
社
庁
理
事

会
に
て
協
議
し
て
い
た
だ
い
た
結
果
、
引
き
続
き
の
指
定
と

な
り
ま
し
た
。
次
の
三
カ
年
は
前
回
の
活
動
を
基
盤
と
し

て
、
更
な
る
発
展
へ
繋
が
る
よ
う
、
今
一
層
の
努
力
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
今
後
と
も
皆
様
方
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。 



↑
 

総
代
長
の
説
明
を
熱
心
に
聞
く
参
加
者
た
ち 

総
代
長 

                            

                             

                            

                            

                            

                            

神は人の敬ひによって威を増し、人は神の徳によって運を添ふ              （2）              榊葉に心をかけん 木綿垂でて 思へば神も仏なりけり    西行法師           （２）  

５
０
年
ぶ
り 

共
鑰
山 

元
宮
参
道
再
整
備
お
こ
な
う 

 

か
つ
て
元
宮
足
一
騰
宮
へ
詣
で
る
道
は
地
区
内
の
神
徳
寺
横

に
あ
り
ま
し
た
。
文
豪
松
本
清
張
は
『
陸
行
水
行
』
に
て
「
百
姓

の
家
の
前
か
ら
山
林
の
間
を
分
け
入
っ
て
、
胸
を
突
く
よ
う
な
急

な
坂
を
登
っ
た
。
石
こ
ろ
が
ご
ろ
ご
ろ
し
て
い
て
大
そ
う
登
り
に

く
い
。
樹
が
蔽
い
茂
っ
て
日
光
も
射
さ
な
い
か
ら
、
し
ば
ら
く
は

ト
ン
ネ
ル
の
よ
う
に
薄
暗
か
っ
た
。」
と
記
し
て
い
る
よ
う
に
悪

路
な
山
道
で
し
た
。 

現
在
の
道
は
昭
和
五
十
年
（
一
九
七
五
）、
氏
子
地
区
出
身
の

矢
野
良
宗
氏(

北
九
州
市
在
住)

や
当
時
の
安
心
院
町
長
矢
野
武

夫
氏
が
中
心
と
な
り
、
元
宮
を
始
め
共
鑰
山
の
整
備
が
実
施
さ
れ

て
完
成
し
た
も
の
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
参
道
も
、
山
か
ら
出
る

雨
水
に
よ
り
地
面
は
え
ぐ
れ
、
道
幅
も
土
砂
で
狭
く
な
る
な
ど
次

第
に
荒
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

今
回
、
足
一
騰
宮
創
祀
二
千
六
百
九
十
年
（
令
和
五
年
）
を
契

機
に
、
数
年
か
け
て
コ
ツ
コ
ツ
と
備
蓄
し
た
氏
子
崇
敬
者
か
ら
の

寄
付
金
を
活
用
し
て
工
事
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
道
は
鋼
さ
い
バ

ラ
ス
で
敷
き
固
め
、
雨
水
に
よ
る
地
面
の
陥
没
を
防
げ
る
よ
う
に

し
ま
し
た
。
ま
た
道
幅
も
自
動
車
が
通
れ
る
よ
う
三
メ
ー
ト
ル
幅

ま
で
拡
幅
し
ま
し
た
。 

今
回
の
工
事
は
前
回
整
備
し
た
箇
所
の
み
と
な
り
ま
す
。
今
後

は
竹
や
雑
木
の
間
伐
、
そ
し
て
元
宮
ま
で
の
残
り
の
箇
所
に
階
段

や
手
す
り
を
設
置
す
る
な
ど
、
誰
も
が
安
心
し
て
参
拝
で
き
る
環

境
づ
く
り
を
引
き
続
き
お
こ
な
う
予
定
で
す
。
そ
し
て
、
い
ず
れ

の
日
に
か
再
び
、
共
鑰
山
に
お
い
て
四
月
の
元
宮
祭
の
祭
事
が
行

え
る
よ
う
執
り
進
め
て
参
り
ま
す
。 

 

松本清張記念館友の会 

久しぶりの文学散歩 
 

福
岡
県
北
九
州
市
の
小
倉
城
内
に
は
松
本
清
張
の
偉
大
な

業
績
の
顧
彰
を
目
的
に
、
平
成
十
年
に
開
館
し
た
施
設
「
松

本
清
張
記
念
館
」
が
あ
り
ま
す
。
記
念
館
で
は
清
張
の
作
品

や
資
料
を
展
示
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
清
張
の
人
柄
や
作
品

の
研
究
も
お
こ
な
う
な
ど
多
彩
な
活
動
を
展
開
し
て
お
り
、

清
張
フ
ァ
ン
で
構
成
す
る
友
の
会
で
は
年
二
回
、
清
張
ゆ
か

り
の
地
を
見
学
す
る
文
学
散
歩
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

よ
う
や
く
コ
ロ
ナ
が
明
け
四
年
半
ぶ
り
の
再
開
と
な
っ
た

最
初
の
目
的
地
と
し
て
、
ゆ
か
り
の
深
い
当
社
が
選
ば
れ
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
に
も
当
社
へ
は
定
期
的
に
参
拝
戴
い
て
お

り
、
当
日
は
二
十
三
名
が
来
社
。
矢
野
総
代
長
よ
り
妻
垣
神

社
と
清
張
さ
ん
の
つ
な
が
り
な
ど
、
熱
心
に
耳
を
傾
け
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
ま
た
参
加
者
の
中
に
は
事
前
に
当
社
を
予
習

さ
れ
る
方
も
お
ら
れ
、
特
別
に
披
露
し
た
清
張
さ
ん
の
手
紙

を
食
い
入
る
よ
う
に
拝
見
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

工
事
前 

工
事
後 



↑
 

本
広
禮
の
墓
前
に
て
、
林
館
長
を
始 

め
友
人
た
ち
が
早
い
死
を
悲
し
む
。 

↑

「
菊
」 

↑
 

初
入
選
し
た
「
雲
ヶ
畑
五
月
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（3）           禁秘御抄「およそ禁中の作法は神事を先にし、他事を後にす」 順徳天皇 

一隅を照らす 此れ則ち国宝なり 

「山家学生式」伝教大師最澄 撰 

特集 「人みな神の御子」の思想のもと、多くの若者が学んだ 

       騰宮学館 誕生１１０年 

本広 禮（もとひろ れい） 帝展に幾度も入選し、その才能は福田以上 

明治 39 年、愛媛県松山市に生まれ、父善兵衛の勤めの関係で福岡県小倉市(北

九州市)にて幼少を過ごしたが、父の死去により、母の実家の安心院龍王村野山

に移り住んだ。そこで林正木館長に資質を見込まれ、家族同様に育てられ、騰宮

学館を経て、大分県師範学校に入るなど手厚い支援を受けた。 

師範学校では首藤雨郊と出会い、のちに京都市立絵画専門学校に進学。専門学

校では首藤と共に大分市出身の福田平八郎の薫陶を受け、在学中の昭和 7 年、

「雲ヶ畑五月」が帝展に入選。続いて「琴」「菊」も入選するなど、 

その才能は福田以上とも称されていたが、結核を患い、 

郷里安心院の林家で療養中の昭和 12 年 5 月、31 歳の若さ 

で没した。葬儀には福田や首藤たちも参列し、その死を 

嘆き悲しんだという。 

今から１１０年前、妻垣神社境内に私学「騰宮学館」が創設された。終戦までの 30 数年、この学び舎を巣立

った学生達は２０００名を越える。その中で２名を紹介する。 

宋 

皙
來
（
ソ
ン 

ソ
ラ
イ
） 

昭
和
十
七
年
卒 

「
人
皆
神
の
御
子
」
の
精
神
に
よ
り
、
朝
鮮
か
ら
も
宋
氏
を
始
め
七

名
の
学
生
が
学
館
で
学
ん
だ
。
宋
氏
は
他
の
学
生
と
共
に
寄
宿
舎
に

下
宿
し
、
林
館
長
が
亡
く
な
る
ま
で
の
一
年
半
、
薫
陶
を
受
け
、
教

員
の
資
格
を
取
得
。
故
郷
で
あ
る
大
韓
民
国
に
戻
っ
て
か
ら
は
、
漢

陽
大
学
の
教
授
に
も
就
任
し
た
。 

終
戦
後
、
学
館
は
閉
校
と
な
り
、
卒
業
生
で
組
織
す
る
騰
宮
会
が

発
足
。
昭
和
六
十
二
年
七
月
、
校
舎
跡
地
に
待
望
の
記
念
碑
が
建
立

さ
れ
た
。
そ
の
碑
の
中
央
に
掲
げ
ら
れ
た
黒
御
影
石
は
、
宋
氏
は
「
今

日
、
自
分
が
あ
る
の
は
学
館
の
お
か
げ
で
あ
る
」
と
、
石
の
調
達
、

碑
銘
碑
文
・
揮
毫
・
刻
字
に
至
る
ま
で
韓
国
の
一
流
の
学
者
や
工
務

店
を
自
身
で
手
配
し
、
ソ
ウ
ル
か
ら
安
心
院
ま
で
電
車
と
船
に
乗
せ

て
運
搬
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
宋
氏
は
八
幡
信
仰
の
第
一
人
者
で
あ

る
中
野
幡
能
（
別
府
大
学
教
授
）
氏
と
も
交
流
が
あ
り
、
騰
宮
学
館

を
再
興
の
話
を
よ
く
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。 

→  友人である首藤雨郊と共

に山陰地方を歩いた際の姿。そ

の時したためた絵を用いて紀

行文「山陰行脚絵巻」を首藤と

共同製作する。 

←騰宮会では年に

一度、林館長の遺徳

を偲んで、慰霊祭を

斎行。学館卒業の妻

垣神社宮司（小野

勲、藤井武光）が斎

主を務めた。 

No.３ 

写真提供  大分市美術館 



  

         

 

            

  

           

 

              

 

                         

 

                         

                          

                       

 

（4）    妻 垣 神 社 社 報    「   と     も     か     き    」           第 ３０ 号 

令和７年、宇佐宮行幸会 1260年を迎えるにあたり、行幸会道の活用を調査 
                                    豊の国千年ロマン観光圏 

別府市から県北一帯地域の歴史・文化・暮らしをテーマに観光

地域づくりをおこなっている豊の国千年ロマン観光圏では 11/13

～15 の 3 日間、宇佐宮行幸会の道を辿るサイクリングツアーを実

施。当社にも立ち寄られ、宮司より行幸会の説明や、当時、宇佐

宮より奉納された神鉾をご覧戴きました。 

そもそも行幸会とは宇佐宮の二大特殊神事の一つで、御神体と

なる薦枕を新調し、所縁のある八社を巡り、神様の神威ご発揚を

祈る神事であり、妻垣神社は 7 番目の巡幸となります。その行幸

会も昭和 46 年に略儀で斎行されて以降中断しています。参加者は

当時の人々へ思いを寄せつつ、全行程 160km を 3 日間で走行し、

関連神社全てを巡りました。来年は行幸会を斎行してより 1260

年の節目の年となります。観光圏では今回のツアーを軸に事業を

実施する予定だそうです。 

日露戦争開戦 120年 

 戦争のない世の中へ 祈りを捧げる祈願祭 

日露戦争 安心院 5 村出征者及び戦没者 

     出征者   戦死者 

安心院村 ５６人  島田喜代松  明治 38 年 9/13  

佐田村  ５７人  賀来由太郎  明治 37 年 10/11   

岩男荒之助  明治 37 年 11/25       

葛城  茂  明治 37 年 10/22   

江藤 作平  明治 37 年 11/17 

津房村  ５８人  伊福  豊  明治 37 年 11/20        

竜王村  ４９人  口原 豊造  明治 37 年 10/11   

河野三次郎  明治 38 年 8/28         

明治村  ５６人  井川 藤七  明治 38 年 8/９ 

令和 6 年は日露戦争開戦 120 年となる。明治

37 年(1904)、約 2 年に及ぶ大国ロシアとの戦

争には宇佐郡(現宇佐市)より約 3000 人が出兵

し、安心院 5 村からは 276 名が出征した。 

彼らは小倉第 12 師団第 14 連隊に編入し、朝

鮮仁川に上陸。清国九連城、賽馬集、本溪湖、

旅順の要塞へ侵攻するが容易ではなく、多くの

戦死者を出すこととなり、翌年５月のバルチッ

ク艦隊との日本海海戦勝利によって、辛くも勝

利することができたのである。 

この戦争においての大分県戦没者数は 1046

人。そのうち宇佐両院は 11名 (安心院町 9名、

院内町５名)がその尊い命を捧げた。その後、日

清日露で戦死した者たちを慰霊する施設建設

の気運が高まり、明治 44 年、神社境内に大忠

魂碑が建設され、大招魂祭（慰霊祭）が斎行さ

れた。これが今に続く8月の平和祈願祭である。 

出征する多く者は氏神さまに詣で武運長久

を祈願している。そして無事凱旋できた際に

は、その御礼として神社に鳥居や絵馬などを奉

納している。しかしその後、再び戦争へと駆り

出され、戦場で散ったものも数多くいる。 

今も尚、世界中では戦争が続いている。我々

は平和であることのありがたさ、そして戦争の

悲惨さを、祈りを通じて 1 人でも多くの人に伝

えていかねばならない。 

 

 

拝殿右手に掲げられている征露軍人凱旋記念奉納額 

「謹報神恩」 謹んで神の恩に報いる 

明治 39 年(1906)2 月 11 日 征露軍人凱旋奉告及平和克復報告祭を

斎行するにあたり、凱旋した氏子 25 名によって奉納されたもの。  

行 

 

↑ 行幸会神鉾 

左側の小ぶりの鉾は昭和 46 年に奉納のもの。 

右側の鉾は元和 2 年（1616）に奉納のものであり、 

当社へは 3 柱の神々に 1 本ずつ奉納される。 


